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シムックス株式会社
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2019年7月31日

現場からの緊急報告 今求められているIoTとは
～事例から学ぶデータの利用法～

Edgecross活用セミナー
2019年夏
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＜自分の思い＞
工場現場のためのIoTを作っていきたい。
現状はベンダーのためのものばかり目につく。
例えば、コンピュータシステムベンダーからのプラットフォーム、AIや機械メーカーからの
リモートメンテナンス、振動による故障予測など。
このアプローチでは現場がよくならない。

＜意思＞
そのためには、ユーザーサイドに立って現場からのIoT革命を主導してく必要がある。

＜具体性＞
ただ、一人や一社ではできない。技術と金と知識と知恵が必要になる。ユーザーを中心
に各ベンダーと連携し、技術と金と知識と知恵を集合させていくことで解決の道が開ける。

これこそユーザーイニシアティブによる真のオープンイノベーションにつながると信じている。

2019年7月31日 中島高英
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アジェンダ

GUTPと中島工機の事例を通じてデータ共有化の未来図を探る

１．4IRで工場はどう変わるか

２．IoT化で起きている技術的課題

３．IoTに期待する現場的課題

４．CIMX ユースケースの紹介

５．CIMX IoT技術の紹介

ポイント

導入後の現場で起きて３つの課題の説明ポイント

現場が欲している要望の解説ポイント

CIMXが実際に導入したIoTの適用のケースの説明ポイント

マリンバM3の紹介ポイント

©2019 CiMX Co., LTD.

4

１．4IRで工場はどう変わるか

注：本講演では、4IR、IoT、デジタルトランスフォーメーション（DX)
をほぼ同意語で使ってます。
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産業革命の歴史

5

4IR1IR 2IR 3IR
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日本が描く 4IR後のデータ連携の姿

すべてのデジタルデータ化され、さらにクラウドに集められ、データが利活用されること

6

東京大学 江崎浩教授
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Society5.0 データ連携のイメージ図
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東京大学大学院情報理工学系研究科
江崎浩教授

総合科学技術・イノベーション会議 Society5.0重要課題検討WG
データ連携基盤WG委員、SWG座長

7

東京大学大学院情報理工学系研究科
江崎浩教授

・1888の社会インフラは、大型のハイエンド設備のネットワーク化から、簡易な小型メータ、
簡易な小型の設備管理サーバからクラウドサービスの実現までも可能にした。

・GUTPは国際標準規格３団体の承認をえた1888アーキテクチャを提唱している。
ISO/IEC/IEEE

©2019 CiMX Co., LTD.

産学連携

東京大学大学院
情報理工学系研究科 江崎浩教授の紹介

東京大学グリーンICTプロジェクト《GUTP》の主査

8

東京大学産学連携 GUTPの紹介
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協力関係の意義

•2019年よりEdgecrossコ
ンソーシアムとGUTPはお互
いの活動主旨に賛同し、連
携をはかっていくこととなりまし
た。

•今後は両者の強みを生かし、
相互に補完しながらオープン
アーキテクチャの実現を目指
してまいります。

連携イ メージ図

EdgecrossコンソーシアムとGUTPとの連携

2019年1月 GUTPはEdgecrossコンソーシアムのアドバイザ会員になりました。

2019年６月 EdgecrossコンソーシアムはGUTPのオブザーバー会員になりました。

9©2019 CiMX Co., LTD.

自動運転の実現による効果（イメージ）
出典 http://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/autopilot/pdf/06/4.pdfオートパイロットシステムに関する検討会

©2019 CiMX Co., LTD. 10
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スムーズな「もの」の流れ 不良品/故障トラブルの削減

未熟練者の支援 快適な現場

実績自動収集AI
生産スケジュール データに基づく

品質管理

加工技術の
自動化と
支援

リモート監視で
メンテナンス
フリー

高生産性による競争力の向上

自動運転の効果を工場に置き換えると

CIMXが考える「スマートファクトリー」

11

電力見える
化

消費電力の削減

©2019 CiMX Co., LTD.

リードタイムの短縮

金型メーカー 中島工機の実例
実例 「スマートファクトリー」の効果

待機電力の削減納期遅れ、不良品の削減

経常利益率 3倍働き方改革改善のツボの見える化

12

スムーズな「もの」の流れ 不良品/故障トラブルの削減 消費電力の削減

未熟練者の支援 快適な現場 高生産性による競争力の向上

ツ
ボ
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２．IoT化で起きている技術的課題

©2019 CiMX Co., LTD.

課題１ 設備が古く“つながらない”機械が占めている

14©2019 CiMX Co., LTD.

最新の機械には
MTCONECTオプション
でついていれば可能。

旧式の機械には可能なも
のもある。
例 FANUC/FOCAS、
三菱電機EDM/DNC通
信機能

１，２以外の機械は不
可能。
救済方法としてパトランプ
の信号を取る方法がある。

パトランプもついていな
い機械はどうするか。
それが課題であった。

ケース１ ケース２ ケース３ ケース４

内
容

設
備
比
率

注１ 設備比率は円グラフはイメージです。

機械にIF（通信機能）がないものが占めているため、機械の稼動状態も取れずに
いる。デジタル時代のボトルネックとなっている。

➡電力だけはどの機械
にもついている。

＜日本国内における現有設備の「通信機能」のシェアケース＞
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課題２ ベンダーごとのネットワークが必要

15

１.NCとの通信 ２.パトの信号 ３.IoTセンサー ４.バーコード、QR

LAN、wifi

工作機械とIoTセンサーからのデータを取ろうとすると
各ベンダーごとにネットワークとサーバが違う

©2019 CiMX Co., LTD.

課題３ データをまとめるのが大変

16©2019 CiMX Co., LTD.

サーバ

ネットワーク

AI（人口知
能）は、いつ
使えるの？

各ベンダーごとにサーバが違うため、分析しようとすると
データをまとめるのに大変な作業が必要となっている
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３．IoTに期待する現場的課題

©2019 CiMX Co., LTD.
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何故現場のデータを収集したいか

・切子の出ている時間（実加工時間）を知りたい
・人による段取り時間を知りたい
・機械のアラームを知りたい
・機械の稼動状況を離れた場所でも知りたい
・生産個数をリアルタイムに知りたい

・・・・・・・・

ヒアリング結果

その背景にある本当の目的は

・無人自動運転の時間を増やしたい

ロボットで段取りの自動化したい

・段取り時間を減らしたい

生産性の向上

©2019 CiMX Co., LTD.
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前段取り 後段取り

・工具揃え
・工具プリセット
・治具揃え
・ワーク取り付け
・NCデータダウンロード

寸法確認
・ワーク取り外し
・工具、治具取り外し

・作業日報記入

部品

作業日報
無人自動運転

NC工作機械

NCデータ

現場はどうなっているか

加工中段取り中 停止中待機中

19

データを取り出す今 やってること

©2019 CiMX Co., LTD.

CIMXが見る「工作機械の問題点」

①旧い機械は取れるものと取れないのがある ②他社のものには手がだせない

③新しい機械でもここまでは取れない

⑤工具、冶具の
管理については
手付かず

④作業日報の手入力
は不効率である。

機械がつながるだけでは解決しない５つの問題

20©2019 CiMX Co., LTD.
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３つの現場の声

切子が出ている時間を知りたい。

人の段取りしている時間を知りたい。

ものを探す時間を減らしたい。

まとめ IoTに期待されているもの

生産性をよくするためのデータを集めること
©2019 CiMX Co., LTD.
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４．CIMX ユースケースの紹介
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５． CIMX IoT技術の紹介

©2019 CiMX Co., LTD.

マリンバM3はマルチ・スマート・ゲートウェイ

32©2019 CiMX Co., LTD.
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と との連携プラン
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マリンバM3 見える化サンプル画面

©2019 CiMX Co., LTD.
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マリンバM3 見える化サンプル画面
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マリンバM3 見える化サンプル画面
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マリンバM3 見える化サンプル画面

会社概要

38©2019 CiMX Co., LTD.

会社概要

商 号 シムックス株式会社
代 表 中島 高英
設 立 1988年1月
事業内容 製造業向けシステム（DNC/生産管理システム他）の

開発・販売およびコンサルティング
資本金 1,000万円

事業所 【東京事務所】
東京都港区芝大門1-3-11 YSKビル5F

電話番号 03-6402-2640
FAX番号 03-6402-2641
Email          info@cimx.co.jp
URL            htttp://www.cimx.co.jp

日 本 米 国

加盟団体

スマートIoT推進
フォーラム

東大
グリーンICTプロジェクト

ファナック
FIELD system
パートナー

三菱電機
e-F@ctory Alliance 
パートナー

Edgecrossコンソーシアム

http://www.cimx.co.jp/01_news/2019_04_10_JDMIA/2019_04_10.html

日本金型工
業会機関誌
「金型」
No.176
に掲載されま
した


